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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月6日(2012.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構成部品（１）に、孔壁面（３ａ、３ｂ）で構成される孔（２）を製造するため、レー
ザビーム（４）を部品表面に向けて照射することにより部品材料が気化されて孔（２）を
形成する方法において、
　複数の製造工程において、レーザビーム（４）による孔（２）の孔壁面（３ａ、３ｂ）
のトレースによって、孔（２）の部分体積（２ａ、２ｂ）がそれぞれ除去され、
　その際レーザビーム（４）が、レーザビーム（４）が被切除加工孔壁面（３ａ、３ｂ）
と５°以上の角度を成すように方向づけられていることを特徴とする構成部品に孔を製造
する方法。
【請求項２】
　レーザビーム（４）が、被切除加工孔壁面（３ａ、３ｂ）と１０°以上で９０°以下の
角度を成すように方向づけられていることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　パルス的レーザビーム（４）が部品表面に照射されることを特徴とする請求項１又は２
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に記載の方法。
【請求項４】
　レーザビーム（４）が可変パルス幅で部品表面に照射されることを特徴とする請求項３
に記載の方法。
【請求項５】
　レーザビーム（４）が５０～８００ｎｓの範囲のパルス幅で部品表面に照射されること
を特徴とする請求項３又は４に記載の方法。
【請求項６】
　レーザビーム（４）が２０～４０ｋＨｚの範囲の周波数で部品表面に照射されることを
特徴とする請求項１ないし５のいずれか１つに記載の方法。
【請求項７】
　孔（２）がタービン部品を形成する工程に適用されることを特徴とする請求項１ないし
６のいずれか１つに記載の方法。
【請求項８】
　タービン翼の冷却空気孔を形成する工程に適用されることを特徴とする請求項７に記載
の方法。
【請求項９】
　タービン翼の冷却空気孔のディフューザ開口を形成する工程に適用されることを特徴と
する請求項７に記載の方法。
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